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私たちが目指すのはどんな社会でしょうか？
子どもたちの未来が明るく開かれている社会であってほしいですね．そのために
は，子どもの安全が人権として保障される社会でなければなりません．しかし現
状は，多くの子どもたちが事故にあって命を落としたり，後遺症に苦しんでいます．
著者の稲坂惠さんは，取り返しのつかない事故の後遺症をもつ子どもに寄り添い，
リハビリの支援を続けてきた方です．本書には，そんな目に合う子どもたちを何
としても減らしたい，との切なる思いが込められています．（監修者序文より）
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Ⅰ 東日本大震災　事故予防に活かしましょう
Ⅱ 暮らしの危険　安全面から考えてみましょう
　１．生活用品の安全設計
　２．安全な環境と法規制
　３．安全なまちづくり（セーフティプロモーション）
Ⅲ 不慮の事故　まず知りましょう
　１．事故に関するさまざまな要因
　２．ハード面とソフト面の予防対策
Ⅳ 子どもの発達　事故との関係を学びましょう
　１．子どもの運動発達
　２．子どもの身体特性と起こりやすい事故
Ⅴ 子どもの事故実態　現実に向き合いましょう
　１．不慮の事故による死亡率 
　２．死亡実態（人口動態統計より）
　３．傷害実態（東京消防庁ホームページより）

Ⅵ 致命的な事故　過去事例に学びましょう
　１．命にかかわる脳と脊髄（中枢神経）
　２．具体的な事故と予防対策
　①歩行中の事故　　　　　　　②自動車同乗中の事故
　③自転車同乗者の事故　　　　④高所からの転落事故
　⑤投げ出されての転落事故　　⑥転倒事故
　⑦はさまれ事故　　　　　　　⑧密閉された場所での窒息
　⑨口や鼻がふさがれた窒息　　⑩首が絞められる窒息
　⑪喉に食べ物などが詰まる窒息　⑫誤　飲
　⑬水の中へ転落するおぼれ　　⑭水の中にいるときのおぼれ
　⑮火　災　　　　　　　　　　⑯やけど
　⑰熱中症
Ⅶ 最近の子ども事情　大人の責務を考えましょう
　１．「子どもの転び方教室」の時代
　２．生き抜く力をもつ子どもたちへ
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子どもの事故は
予防できます！




